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平成 29 年告示の学習指導要領では、「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」を育成するために、

教科等横断的な視点が求められている。学習過程を探究的にすることは、学習が深まることにつながる。総合

的な学習の時間において、探究的な学習の過程を重視するとともに、各教科等で育成する資質・能力を相互に

関連付け、実社会・実生活において課題を発見し解決していく資質・能力の育成について研究した。 

  ＜キーワード＞ 教科等横断 総合的な学習の時間 防災 環境 カリキュラム・マネジメント 

 

Ⅰ はじめに 

 社会の変化に伴って切実に意識されるようになった現代的な諸課題について、これらの課題を自分事として

考え、よりよい解決に向けて行動することが望まれている。そのためには、よりよく課題を解決し、実社会・

実生活において課題を発見し解決していく資質・能力を育成することが重要である。また、平成 29年告示の小

学校学習指導要領総則編第３章第１節４ア(ｱ)では、「各学校において具体的な目標および内容を定めることと

なる総合的な学習の時間において、教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習が行われるようにすることなど、

教科等間のつながりを意識して教育課程を編成することが重要である」と示されている。そこで、総合的な学

習の時間と各教科等との関わりを意識しながら、学校の教育活動全体で課題を発見し解決していく資質・能力

を育成するためには、カリキュラム・マネジメントの視点が必要である。平成 29年告示の小学校学習指導要領

総則第３章第１節４において、カリキュラム・マネジメントには三つの側面があると示されている。一つ目は、

「児童や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な

視点で組み立てていくこと」、二つ目は「教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」、三つ目

は「教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと」である。先

行研究の天方・品野・西畑・近藤・平山(2021)は、児童・生徒の防災意識を高めるために、教科等横断的な視

点から指導のねらいを具体化した「防災」をテーマとする単元構想例について提案している。 

 そこで、本研究では、先行研究の提案を基に、「防災」「環境」をテーマとし、課題を発見し解決していく資

質・能力の育成をねらいとして計画した総合的な学習の時間を展開する。実践を通して、課題解決の過程で育

成された資質・能力を基に、教科等横断的な学びと総合的な学習の時間の学びの有効性について検証する。以

下に行った実践と、その結果について述べる。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 本研究の目的は、以下の３点である。 

①「防災」「環境」をテーマに、各教科を関連付けながらカリキュラム・マネジメントの視点を意識して、

単元を計画すること。 

②各教科等で身に付けた資質・能力を活用し、総合的な学習の時間における探究的な学習を通して、学習の

深まりを検証すること。 

③総合的な学習の時間の学びと関連付けた教科等横断的な学びの有効性を見取ること。 

http://www.fukui-c.ed.jp/~fec/wp-content/uploads/2021/12/126_-04.pdf
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Ⅲ 研究の方法 

本研究の方法は、以下の通りである。 

研究の目的①については、総合的な学習の時間と各教科等との関連を明らかにし、「防災」「環境」に関して、

各教科等の発展的な内容を学習する総合的な学習の時間の単元を計画する。研究の目的②については、児童の

作成物の変遷や児童の振り返り、単元の初めと終わりに実施するアンケートによって、学習の深まりを検証す

る。研究の目的③については、「防災」「環境」をテーマとした実践を通して、有効性を検証する。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 研究協力校について 

 研究１年目は、坂井市立平章小学校(以下、平章小学校)および永平寺町立松岡小学校(以下、松岡小学校)の

５年生を対象に研究を依頼した。平章小学校のスクールプランでは、「地域と連携し、児童の安全を見守る活

動の推進」を掲げている。また、安全教育では、「自分の身は自分で守る」を目標としている。さらに、地域

との連携において、防災マップづくりや少年消防クラブなどの活動を実施している。松岡小学校のスクールプ

ランでは、「家庭や地域と連携し、児童の安全を守る活動の推進」を掲げている。また、安全教育では、「敏速

かつ適切に避難して生命の安全を守る」を目標としている。さらに、家庭との連携において、災害を想定して

保護者が自宅から学校までを徒歩で児童を迎えに来る訓練を実施している。 

 研究２年目は、平章小学校の６年生を対象に研究を依頼した。スクールプランでは、「ふるさと丸岡を大切

にする」を掲げるなどし、田島川クリーンアップ作戦といった地域の環境保全活動に取り組んでいる。また、

平章小学校がある坂井市では、「ストップ温暖化対策授業」(令和４年度から令和７年度)といった SDGs 

(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標)への興味・関心を高める取組みを市内全 19小学校で

実施している。 

２ 実践の概要および結果の考察 

(1) １年目の取組み 

① 「防災」をテーマとした、総合的な学習の時間の単元計画 

平章小学校と松岡小学校の安全教育の目標を

基に、「災害に備えよう」という単元を計画した

(図１)。この単元では、様々な教科の資質・能

力を活用し、災害が発生した場面において、自

分一人で安全な場所に避難するなど、防災に求

められる資質・能力を育成することをねらいと

した。 

防災を含む安全に関する教育は、様々な教科

や学校生活、学校行事などといった活動が関係

している。第５学年において、家庭科、理科、

体育科、社会科で防災に関する内容を学習する。具体的に、家庭科では防災食や避難所での健康な生活につい

て、理科では台風や洪水が発生するといった災害の仕組みについて、体育科では地震が発生したときのけがの

要因や、けがの手当てに関する内容について、社会科では地震から生活を守るために国や県が行っている対策

について学習する。そこで、本研究では、この４つの教科を取り上げて、各教科で学習する防災の内容の関連

を図りながら、総合的な学習の時間において各教科の学習を深める。 

両校の年間指導計画では、教科において防災に関連する内容を学習する時期が異なっていた。そこで、両校

のスクールプランと安全教育の目標を踏まえ、「各学校の教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教

図１ 総合的な学習の時間の単元計画 
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科等横断的な視点で組み立てていくこと」といったカリキュラム・マネジメントの視点を意識し、各教科の単

元構成を入れ替えた。これにより、教科同士の関連を図りながら防災に求められる資質・能力を育成できると

考えた。11 月に各教科の資質・能力を活用しながら単元のまとめを行うために、防災に関連する内容の学習を

７月から 11 月に実施することにした。体育科「けがの防止」は 11 月から７月に、社会科「自然災害を防ぐ」

は３月から９月に、家庭科「食べて元気に」は９月から 10月にそれぞれの学習時期を変更した(図２)。 

 

平章小学校と松岡小学校の両校の年間指導計画 変更後の 
学習時期 各教科の単元と単元で育成する資質・能力 学習時期 

体育科「けがの防止」 
・身の回りの生活の危険やけがを防ぐための手当の方法などの理解や技能を身に付けている。 
・危険の予測や回避、けがの手当の方法を考え、表現している。 
・安全の大切さに気付き、けがの防止や手当についての学習活動に進んで取り組もうとしている。 

11月 ７月 

理科「台風と天気の変化」 
・天気の変化は、雲の量や動きと関係があることを理解している。 
・天気の変化の仕方について、予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現している。 
・天気の変化について学んだことを学習や生活に生かそうとしている。 

９月 ９月 

社会科「自然災害を防ぐ」 
・災害の種類や防災対策などについて、必要な情報を集め、自然災害の状況を理解している。 
・自然災害と自然条件を関連付けて、国や県などの防災や減災に向けた対策を考え、表現している。 
・自然災害についての学習課題を追究し、学習を振り返りながら解決しようとしている。 

３月 ９月 

家庭科「食べて元気に」 
・食事の役割と栄養について理解している。 
・米飯及びみそ汁の調理の仕方についての実践を評価し、考えたことを表現している。 
・生活をよりよくしようと、学習を振り返りながら生活を工夫しようとしている。 

９月 10月 

理科「流れる水のはたらき」 
・雨の降り方によって、土地の様子が大きく変化する場合があることを理解している。 
・流れる水の働きと土地の変化について、予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現している。 
・流れる水の働きと土地の変化について学んだことを学習や生活に生かそうとしている。 

11月 11月 

図２ 平章小学校と松岡小学校の両校の年間指導計画と学習時期 

 

この防災に求められる資質・能力と各教科で育

成する資質・能力との関連を図り、単元を構成し

た(図３)。総合的な学習の時間の中で、教科の発

展的な内容を学習する時間を２時間ずつ設定し

た。単元の終わりに、全体のまとめをする時間を

３時間設定した。 

② 活動の流れ 

(ア) 教科の発展学習(各２時間) 

(a) 第１時 

第１時では、本時の課題について調べ学習を行

う(図４)。理科、社会科、体育科、家庭科のそれ

ぞれで行うが、ここでは、社会科の発展学習を例

に挙げる。「①地域における防災の取り組みを調

べようという課題から調べるテーマを考える」で

は、本時の課題に対し、まず児童が知っているこ

とを発表し、それを基に調べるテーマを学級全体

で考える。「②出てきたテーマから考えられるこ

とを広げる」では、調べるテーマに対し、さらに

知っていることを発表し、情報を広げる。「③班

「災害に備えよう」の単元構成 

体育科「けがの防止」の発展学習 ２時間 

７月 

 

11月 

理科「台風と天気の変化」の発展学習 ２時間 

社会科「自然災害を防ぐ」の発展学習 ２時間 

家庭科「食べて元気に」の発展学習 ２時間 

理科「流れる水のはたらき」の発展学習 ２時間 

全体のまとめ ３時間 

図３ 総合的な学習の時間の単元構成 

図４ 第１時の活動の流れ 

～ 



福井県教育総合研究所 紀要 第 128号 

研究 

で調べるテーマを分担する」では、班活動を通して、個人が調べるテーマを決定する。「④テーマについて調

べる」では、個人でテーマについて調べ学習を行い、調べて分かったことをイメージマップに書き込んだり、

写真や記事を保存したりする。 

(b) 第２時 

第２時では、第１時で調べたことをまとめ、班

で共有する(図５)。「①発表資料を作成する」で

は、タブレット端末を用いて発表資料を作成す

る。写真や記事、気付いたことなどを入れてまと

める。「②班で発表する」では、各自が作成した

発表資料を班で説明する。発表を聞きながら、同

じ班の児童は自分のイメージマップに分かったこ

とを書き加える。「③発表資料を新たに作成し直

す」では、同じ班の児童の発表資料と自分のまと

めた内容の関連を図りながら、自分の発表資料に

反映させ、新たに発表資料を作成し直す。「④振

り返りをする」では、２時間の学びをワークシー

トにまとめる。 

(イ) 全体のまとめ(３時間)  

 各教科の発展学習で作成してきた発表資料を関

連付けて、全体のまとめを行う(図６)。全体のま

とめでは、災害が発生してから避難準備など、実

際に避難するまでを想定し、これまでに作成した

発表資料を関連付け、自分の考えをまとめる。例

として、洪水が発生して避難するまでというテー

マで説明する。「①洪水が発生する」では、理科

の資質・能力と社会科の資質・能力とを関連付

け、洪水が発生するときの仕組みや被害想定など

についてまとめる。「②避難する準備」では、体育科の資質・能力と家庭科の資質・能力とを関連付け、避難

所までの安全な経路の確認や身を守るために必要な物などについてまとめる。「③避難する」では、社会科の

資質・能力と家庭科の資質・能力とを関連付け、避難所での生活などについてまとめる。 

③ 授業実践 

(ア) 社会科の発展学習 

ここでは、社会科の発展学習を例に挙げて紹介する。 

(a) 第１時 

「地域における防災の取り組みを調べよう」という本

時の課題に対して、知っていることを発表し、イメージ

マップを広げた。「避難情報の発信」「防災訓練」「ハザー

ドマップ」「避難場所」の四つが調べるテーマとなった

(図７)。調べて分かったことは、イメージマップに文や

単語で簡単にメモした。発表資料に活用できそうな写真

や図等は、スクリーンショット機能を用いて保存した。

写真や記事だけでなく、過去に発生した自然災害に関す

る動画を視聴している児童も見られ、防災訓練やハザードマップの重要性を再確認していた。 

図７ 調べるテーマ 

図６ 全体のまとめ 

図５ 第２時の活動の流れ 
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(b) 第２時 

前時に調べた内容を基に、各自で発表資料を作成し

た。この児童(Ａさん)は、情報通信体制の整備に関す

る内容をまとめていた(図８)。この児童は、避難情報

の発信について調べ、見出しを付けて分かったことを

まとめており、情報通信体制の整備について理解を深

め、相手に分かりやすく編集していた。その後、作成

した発表資料と同じ班の児童の発表を聞いて分かった

ことを基に、新たに発表資料を作成し直した(図９)。

自分で調べた情報通信体制の整備と危険箇所やハザー

ドマップとを関連付けてまとめていた。この児童は、

情報通信体制の整備について調べていたが、防災行政

無線やケーブルテレビ等の通信体制を敷いているこ

と、被害の軽減を図るためにハザードマップを作成し

ていることなどといった思考力、判断力を生かしなが

らまとめており、自治体が災害情報の伝達のために

様々な手段を用いて災害に備えていることに気付くこ

とができていた。 

また、作成した資料を班の児童と共有し、新たに分

かったことを自分のイメージマップに書き加えた(図

10)。調べた内容だけでなく、他の児童と共有して得

た内容を追加したことで、知識の広がりが見られた。

平章小学校では SKYMENUを、松岡小学校では Microsoft 

PowerPoint を用いた。理科、体育科、家庭科の発展的

な内容も、社会科の進め方と同様の手順で行った。 

(イ) 全体のまとめ 

各学校の安全教育の目標を踏まえて、単元のまとめ

を行った。 

平章小学校では、前述の通り、防災マップ

づくりや少年消防クラブ活動など、地域に根

差した活動を行っている。そのため、学校全

体に広く発信し、身近な地域の防災に関心を

もってもらえるような活動を設定した。「風

水害について備えよう」という活動を設け、

これまで学習した内容について全校児童に発

表した。今回は、「大雨による被害」「水害に

備える仕組み」「水害が起こっても被害を小

さくする仕組み」「わたしたちにできるこ

と」の四つについて、班に分かれてそれぞれ

の内容をまとめた。班ごとの発表からは「水

害が起こっても被害を小さくする仕組み」について、地域で助け合うことや、防災用品ついて、家庭科と社会

科の学習内容の関連を意識してまとめた様子が見られた(図 11)。班ごとにまとめたスライドに、校区の写真を

図 11 平章小学校のまとめの資料 

 

図 10 交流後にＡさんが作成したイメージマップ 

図８ Ａさんが作成した発表資料 

図９ Ａさんが新たに作成し直した発表資料 
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加えて動画を作成し、一人一人が自分事として捉えてい

た。 

松岡小学校では、災害時を想定して、保護者が自宅から

学校まで徒歩で迎えに来て、一緒に下校するお迎え訓練を

実施している。そのため、児童だけでなく保護者にも、身

近な地域の安全に関心をもってもらえるような活動を設定

した。「我が家の防災アクションを紹介しよう」という活

動を設け、これまで学習した内容について、児童が持ち帰

ったタブレット端末を使い、各家庭で保護者に発表した。

その後、家庭で我が家の防災アクションについて、「防災

グッズ」「避難場所」「危険な場所」の三つのテーマを中心

に話し合った(図 12)。また、保護者と自宅から避難場所ま

での経路を実際に歩きながら確認していた児童は、「家が

山にも川にも近いので、避難する際には注意しないといけ

ないと思いました。」などと振り返っていた。 

学級では、各家庭で話し合った防災アクションを基に、

全体のまとめの発表資料を作成し、Microsoft Teams を用

いて資料や感想を共有した(図 13)。共有したことにより、

新たな気付きが生まれたり、今後の行動につなげようとす

る発言が見られたりした。 

④ 結果と考察 

単元の初めと終わりに九つの項目につ

いてアンケート調査を行った(図 14)。ア

ンケート項目については、各教科の資

質・能力と照らし合わせて作成した。 

平章小学校(48 名回答)では、１から９

の項目について肯定的に回答する割合が

増加した。１の項目から家庭科、２と３

の項目から理科と社会科、４の項目から

社会科、５の項目から体育科の資質・能

力が高まったと考えられる。６から９の

項目から、総合的な学習の時間の資質・

能力が高まったと考えられる。特に４の

項目「災害のための地域の取り組みを知っ

ているか。」について肯定的に回答する割

合が大きく増加した。これは、平章校区

には重要文化財である丸岡城があること

から、防災に関する設備が随所に設置さ

れていたり、地域ぐるみで防災に関する

活動を行っていたりしているため、調べ

学習において多くの情報に触れることが

できたためだと考えられる。 

 

図 12 我が家の防災アクション 

図 13 Microsoft Teamsを用いた共有 

図 14 平章小学校のアンケート結果 
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松岡小学校(62 名回答)でも、１から９の項

目について肯定的に回答する割合が増加した

ことから各教科の資質・能力が高まったと考

えられる。(図 15)。特に、６から８の項目に

ついて、肯定的に回答する割合が増加した。

これは、「我が家の防災アクション」を作成

する際に家庭との連携を図り、家族で防災に

関する話し合い、その中で避難場所を決めた

り、実際に歩いて避難経路を確認したりする

など、防災意識が高まったためだと考えられ

る。一方、平章小学校と異なり、４の項目

「災害のための地域の取り組みを知っている

か。」については一定の成果は見られたもの

の、肯定的な回答の児童の割合は半数程度に

とどまった。永平寺町の防災に関する取組みについて、公開されている情報が少なかったことが一因だと考え

られる。 

また、５の項目「自分でけがの手当てができるか。」について、両校とも「できる」と回答する児童の割合

に大きな変化は見られなかった。調べ学習によって知識は身に付いたものの、手当ての仕方を体験することが

なかったことが一因だと考えられる。 

⑤ 成果と課題 

成果の一つ目は、各教科等で身に付けた資質・能力を活用し、総合的な学習の時間における探究的な学習活

動を通して、児童の学びの深まりが見られたことである。その理由として、二つの事が挙げられる。一つ目は、

児童の学びの変容が見られたことである。調べ活動を班で分担し、その後お互いにまとめた内容を班の児童に

伝え合うことで、知識の広がりが見られた。また、資料作成では、必要な情報を精選しながら、相手に分かり

やすくまとめる中で理解を深めていた。さらに、班の児童が発表した内容を取り入れ、作成し直す過程におい

て、思考力、判断力が働く学びとなっていた。二つ目は、アンケート結果の変容からも児童の学びの深まりが

見られたことである。アンケートの６の項目「自分一人で安全な場所まで避難できるか。」について、ほとん

どの児童が肯定的に回答した。つまり、家庭や地域との連携を図ったことにより、災害が発生した場面におい

て、身の回りでどんな所が危険になるか判断し、自分一人で安全に避難場所まで避難するといった防災に求め

られる資質・能力が育成されたと考える。これらのことから、児童の学びが深まったと考える。 

成果の二つ目は、「防災」をテーマとしてカリキュラム・マネジメントの視点を意識しながら単元構成を行

い、各教科を関連付けたことで、児童が様々な視点から防災を捉えることができた。全体のまとめを通して、

平章小学校では、「風水害に備えよう」という活動を設け、大雨では川が短時間で増水するという理科の学習

内容、洪水による被害を防ぐために堤防を高くしたり、自治体が避難を呼びかけたりするという社会科の学習

内容など、教科同士が関連していることを児童は捉えることができていた。松岡小学校では、防災アクション

を作成した。このことをきっかけに、災害の予測といった理科の学習内容を生かして身近にある危険箇所を確

認したり、健康やけがの防止といった家庭科や体育科の学習内容を生かして防災グッズを見直したりする姿が

あり、防災意識の高まりがうかがえた。 

これらの成果を踏まえ、総合的な学習の時間の学びと関連付けた教科等横断的な学びは有効であったと考え

る。 

課題は、単元計画に体験活動を組み込む必要があったことである。体験活動の機会を確保したつもりであっ

たが、自分でけがの手当てができると自信をもって回答する児童が増加しなかったことから、体験活動の充実

を図る必要があると考える。そこで、２年目の研究では、家庭や地域と連携した取組みを行うこととした。 

図 15 松岡小学校のアンケート結果 
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(2) ２年目の取組み 

① 「環境」をテーマとした、総合的な学習の時間の単元計画 

 ２年目の研究は、「環境」をテーマに、スクールプランを踏まえ、「SDGs プロジェクト」という単元を計画し

た。この単元では、よりよい環境づくりや環境の保全に求められる資質・能力の育成をねらいとする。１年目

の研究の課題を受け、家庭と連携した取組みや地域と連携した出前授業を実施することで、学習で身に付けた

知識と体験とが結び付くようにした。また、坂井市が実施している SDGsへの興味・関心を高める取組みと関連

を図り、SDGs17の目標から児童が主体的に環境に関する課題を発見できるように単元の導入を工夫した。 

② 活動の流れ 

 単元の初めに、SDGｓ17 の目標をグループ分けし、それ

ぞれの目標がどのように関わり合っているのかを見いだし

た。そして、分けたグループの中で、自分たちで解決でき

そうなものを、自分たちの調べる「テーマ」とした。その

「テーマ」を基に、１年目の研究と同様に、発展学習を行

った。活動の中で、調べる「テーマ」を三つ選択したた

め、「テーマ」を基にした発展学習(各２時間)を３回行っ

た。発展学習後、それぞれで学習した内容と体験活動を結

び付けるために、出前授業を設定した。最後に、学習のま

とめとして、「わたしの SDGs」と「平章小学校の SDGs」を

まとめた(図 16)。 

③ 授業実践 

授業の導入では、世界規模で自然災害が発生しているこ

とや人権問題等について、SDGs17の目標を掲げ、解決に努

めていること、一人一人の行動が持続可能な社会の実現に

向けて大切であることを捉えるなど、SDGsの学習をした。

その後、SDGs17の目標を関連する内容ごとに仲間分けし、

環境に関することは自分たちにも貢献できそうだと考えた

(図 17)。自分たちでも取り組めそうなテーマ「７ エネル

ギーをみんなに そしてクリーンに」「14 海の豊かさを

守ろう」「15 陸の豊かさも守ろう」を調べるテーマとし

た。 

(ア) 「テーマ」を基にした発展学習(各２時間) 

ここでは、「７ エネルギーをみんなに そしてクリー

ンに」を目標として学習した授業実践を例に挙げて紹介す

る。「14 海の豊かさを守ろう」「15 陸の豊かさも守ろ

う」についても、同様の手順で行った。 

(a) 第１時 

本時の課題に対して、知っていることを発表し、イメー

ジマップを広げた。児童たちは話し合いの中から、「水力

発電」「風力発電」「全発電(発電全般を指す)」「水素自動

車」の四つを調べるテーマとした(図18)。調べて分かった

ことは、文や単語でタブレット端末のイメージマップに記

録した。発表資料に活用できそうな写真や図等は、スクリ

ーンショット機能を用いて保存した。 

「SDGsプロジェクト」の単元構成 

SDGｓ17の目標のグループ分け 

６月 

 

１月 

調べる「テーマ」を決める 

「テーマ」を基にした発展学習(各２時間) 

出前授業(体験活動) 

「わたしの SDGs」をまとめる 

「平章小学校の SDGs」をまとめる 

図 16 総合的な学習の時間の単元構成 

 

図 18 調べるテーマの話し合い 

図 17 SDGsの仲間分け  

～ 
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(b) 第２時 

前時に調べた内容を基に、各自で発表資料を作成

した(図 19)。図 19 をまとめた児童(Ａさん)は、調べ

て分かったことに見出しを付けたり、構成を考えま

とめたりするなど、水力発電について理解を深め、

相手に分かりやすく編集していた。その後、作成し

た発表資料と同じ班の児童の発表を聞いて分かった

ことを基に、新たに発表資料を作成し直した。この

児童は、水力発電のメリットについて調べていた

が、班での発表を通して、水力発電のように再生可

能エネルギーを利用している風力発電や水素自動車

について、同じ班の児童が調べた内容と写真を取り入

れて作成し直していた。二酸化炭素の排出と再生可能

エネルギーとを関連付けるなど、思考力を生かしなが

らまとめていた。学習を通して、環境に負荷の少ない

取組みに注目することができ、環境を保全するため

に、自分にできることについて学習を振り返りながら

考え直していた(図 20)。Ａさんは、作成した資料を

同じ班の児童と共有し、新たに分かったことを自分の

イメージマップに加えていた(図 21)。Ａさんが作成

したイメージマップから、調べた内容だけでなく、他

の児童と共有して得た内容を追加しているなど、知識の広がりを見取ることができた。 

 

(c) 出前授業(２時間) 

福井県庁環境政策課環境ふくい推進協議会の環境アドバイザーを講師

に、「エネルギーとわたしたちのくらし」というテーマで出前授業を実

施した。 

前半は、さまざまなエネルギーを体験した。エネルギー体験では、電

球の省エネ比較体験と再生可能エネルギー体験を行った(図 22)。電球の

省エネ比較体験では、白熱電球・蛍光灯・LED 電球の３種類のうち、明

かりを点けるのに最も力が必要でないものはどれかについて、手回し発

電機を用いて実験した。再生可能エネルギー体験では、風力発電の模型

図 19 Ａさんが作成した発表資料 

図 20 Ａさんが交流後に作成し直した発表資料 

図 22 電球の省エネ比較体験 

図 21 Ａさんが作成した交流後のイメージマップ 

班で共有して、新た
に広がったところ 

調べた内容 
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をうちわであおぎ、電気をミニカーの電池に貯めた後、走らせる実験を

した。発展学習では、「電気を無駄にしないようにする。」と振り返って

いた児童は、出前授業後に「白熱電球はハンドルに力を入れないと光ら

ないな。」や「電気を貯めるのは、すごく時間がかかって大変だった。」

と考えをさらに深めていた。発電の仕組みや発電に必要なエネルギーの

大きさを体感することで、学習で身に付けた知識と実際の行動とを結び

付けることができ、体験によって生きて働く知識が身に付いていた。 

後半の SDGs に関する話では、環境問題や地球温暖化の影響、それら

の進行を防ぐために、家庭で取り組める実践例について紹介があった。

近年の記録的暖冬や令和４年８月の南越前町の記録的大雨な

どの自然災害や、冬の日本海岸にはプラスチックごみが漂着

していることなど、福井県でも環境問題が発生していること

を取り上げていた(図 23)。発展学習では、「ごみによって生

態系が破壊される。」や「発電によって二酸化炭素が増え

る。」と振り返っていた児童は、出前授業後に「ごみをきち

んと捨てて、雨や風の影響で海まで流れるごみを減らした

い。」「季節に合わせて服装を選び、少しでも電気を使う量を

減らしたい。」と、児童は持続可能な社会の実現に向けて、

課題を自分事として捉えながら学びを深めることができてい

た。 

(イ) 全体のまとめ(２時間) 

環境保全のための具体的な行動について考えるため、家庭

と連携した「わたしの SDGs」行動宣言書を作成した(図 24)。

この児童は、「電気を消し忘れることがあるからこれから気

を付けたい。」などと出前授業で学んだことを踏まえて振り

返ったり、「３～４年生の時に海のごみひろいに参加したこ

とがある。」などと過去の経験を振り返ったりし、ごみを減

らす活動に取組みたいと考えていた。また、保護者からは、

自分が出したごみではなくても落ちているごみを拾うなど、

一人一人の行動が世界を変える一歩になるとのアドバイスが

あり、これからの自分の取り組みを見直すきっかけにしてい

た。「わたしの SDGs」行動宣言書作成後には、学級

内で共有し、「平章小学校の SDGs」行動宣言書を作

成することにつなげた。 

全校児童に向けて「平章小学校の SDGs」行動宣言

書を作成した(図 25)。「平章小学校の SDGs」行動宣

言書では、各学級で学習した「７ エネルギーをみ

んなに そしてクリーンに」「14 海の豊かさを守

ろう」「15 陸の豊かさも守ろう」について、学校

全体で取り組む目標を立てた。立てた目標の中から

毎月一つを重点的に取り組んでもらうように校内放

送で呼びかけたり、ポスターを掲示したりして、啓

発活動に努めた。 図 25 「平章小学校の SDGs」行動宣言書 

図 24 「わたしの SDGs」行動宣言書の例 

図 23 環境問題について考える 
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④ 結果と考察 

作成した資料を班の児童に伝え合う活動を通して、環境に関する知識が広がり、環境保全への取組みの理解

を深めていた様子が見られた。また、班の児童がまとめた内容と自分がまとめた内容とを関連付ける過程にお

いて、思考力、判断力を働かせる姿も見られた。 

出前授業を通して、学習で身に付けた知識と実際の行動とを結び付け、体験によって生きて働く知識が身に

付いたことや環境問題を自分事として捉えながら学びを深めていたなどといった児童の学びの変容を見取るこ

とができた。 

「わたしの SDGs」行動宣言書には、マイバッグやマイ箸の使用を心がけたいとするものが多かった。児童は

学習を通して、マイクロプラスチックによる海洋汚染について、魚がマイクロプラスチックを吸収することに

より、魚を食する人間の体内にまで影響を及ぼすことに気付いていた。ごみが増え山や川が汚れることにより、

海の生態系が破壊されることにつながるなど、５年生の社会科で学習する内容と、６年生の理科で学習する内

容との関連を見いだしていた。また、国が中心となり、プラスチックの排出量を減らす啓発運動を行っている

ことも知った。「わたしの SDGs」行動宣言書の作成を通して、児童は出前授業で学んだことや過去の経験、保

護者からのアドバイスを振り返りながら、これからの自分の取り組みを見直すといった変容が見られた。 

以上より、家庭や地域と連携しながら、意見や考えを交流したり、実際に体験したりするなどといった様々

な学習活動を通して、よりよい環境づくりや環境の保全に求められる資質・能力の高まりを見取ることができ

たと考えられる。 

⑤ 成果と課題 

成果は、１年目の研究の課題を受け、児童の学びに即した単元計画を改善できたことである。出前授業にお

いて、電球の省エネ比較体験や再生可能エネルギー体験など、体験活動を充実させたことで、エネルギーの重

要性について実感しながら考えを深めることができ、体験によって生きて働く知識が身に付いていた。また、

児童は持続可能な社会の実現に向けて、課題を自分事として捉えながら学びを深めることができていた。つま

り、学習で身に付けた知識と実際の行動とを結び付けることができていた。これらのことから、児童の学びが

より深まったと考える。 

課題は、児童はこれからの自分の取組みを見直すことができたが、日常生活や各教科の学習に生かしている

かといった学習後の児童の変容を見取ることができなかったことである。児童の学びの変容を長期的に見取り、

児童の学びのプロセスに即して教師がファシリテートすることで、新たな探究課題へ向かうといった学びをつ

なげる児童を育成することができると考える。 

 

Ⅴ おわりに 

本研究では、教科等横断的な学びと総合的な学習の時間の学びとの有効性について検討してきた。 

学校の教育目標を踏まえ、カリキュラム・マネジメントの視点を意識し単元構成を入れ替え、総合的な学習

の時間のテーマと各教科とを関連付けたことで、様々な視点から「防災」「環境」を捉えることができた。そ

の中で、各教科の資質・能力を高めながらも、総合的な学習の時間の学習の深まりが見られたことから、総合

的な学習の時間の学びと関連付けた教科等横断的な学びは有効であった。１年目の研究では、平章小学校と松

岡小学校の２校で研究を進めたが、「防災」について複数の教科が関連していることを捉え、身近にある危険

箇所を確認したり、防災グッズを見直したりする姿があり、両校ともに防災意識の高まりが見られたことから、

どの学校でも実践できると考えられる。２年目の研究では、「環境」をテーマとして、SDGs17 の目標を取り上

げて学習したことで、一人一人が環境問題を改善するための具体的な取組みについて考えることができた。外

部人材を招いた体験活動を取り入れたことで、知識と体験とを結び付けて理解を深めることができた。家庭と

の連携を図ることで、課題を自分事として捉え、よりよい解決に向けての行動について考えることができた。

このように、自治体や家庭と連携を図ることで、どの地域においても実践できると考えられる。 
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以上のことから、カリキュラム・マネジメントの視点を意識して、教科等横断的な学びと総合的な学習の時

間の学びを関連付けることは、実社会・実生活においての課題を発見し解決する資質・能力の育成に有効であ

ったと考える。学習した内容をどのように発展させるのかについて児童自身が考え、課題を解決するまで学び

続けられるような支援の在り方や効果的な外部との連携の重要性を深く理解することができた取組みとなった。 
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